
（別紙３）

～ R８年２月２８日

（対象者数） 12人 （回答者数） ９人

～ R８年２月２８日

（対象者数） １０人 （回答者数） ８人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

より明確な代替案や職員の支援の質を高めて、特性に合わせ

た支援方法を気を付けるポイントなどを伝えていけるように

研修や個別に勉強を行っていく。

2

利用者様や保護者様にご満足いただける様、常に研修や個別

に勉強を行ってい、支援の質を高めていく。

3

お子様の成長に伴った対応方法を研修や自身で勉強し、満足

の頂ける支援を継続していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

内装を改装してバリアフリー化することは難しいが、部屋数

は多いので、人員を確保し、部屋を分けた支援を実施できる

ように体制作りを行う。

2

求人・紹介等を通して、人員確保に努めていく。また、保護

者様からのトレーニングの様子を確認し、支援の質を高め、

ご満足いただける支援の提供に努める。

3

○事業所名 赤塚第２支援教室

○保護者評価実施期間 R８年２月２日

○保護者評価有効回答数

R８年２月１６日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R８年３月９日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

こどもの活動スペース・バリアフリー化に関する事。 ３事業所なので、利用者様・職員の人数が多く、部屋が狭く

なってしまう。

専門的な支援者が不在の為、PT・OT・STの確保に努める。 専門的職員の応募者が集まらないから、トレーニングなど要望

に沿った支援が行う事が出来ていない。

家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談

や必要な助言と支援を行う事が出来ている。

送迎時や面談の機会を設け、悩みに対して代替案や保護者様が

どのようにお子様へ伝える・見る方が良いのかなどのアドバイ

スを実施できている。

保護者様、利用者様の満足度 利用者様が自宅や学校以外に安心して過ごせる居場所となるよ

うに何でも話せる関係性を構築して行く。また、保護者様の悩

みに向き合い、改善へ努めている。

身体のお子様を対象にお預かりをしている為、介助の経験が豊

富である

支援員側も腰などを傷めないような持ち方や二人体制での対応

を行う事で、怪我防止に努めている。

事業所における自己評価総括表公表


